
早朝の栗山川
悠久の歴史を思わせるような栗山川の黎

れい

明
めい

。
太古から今日まで、この多古の地では数々の
歴史ドラマが繰り広げられてきました。

太
古
の
昔
か
ら
人
々
が
生
活
を
営
み
、

時
に
は
戦
乱
の
世
の
舞
台
と
な
り
、

永
く
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
多
古
の
地
。

数
々
の
歴
史
を
物
語
る
史
跡
を
巡
り
、

古い
に
し
えの
空
気
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

縄文時代前期末の丸木舟
［町指定有形文化財（考古資料）］
栗山川流域遺跡群から出土した約5500年
前の縄文時代前期末に作られた最古級の舟で
す。一本木をくり抜いて作られていて、全長が
7m45cmもあります。多古町コミュニティプ
ラザに展示されています。

志摩城跡から出土した弥生土器
志摩城跡からは東日本最大規模の再葬墓群が検
出。再葬の際に骨を入れるために使われた壺形
土器が多数出土しました。

堀江正章　油彩《耕地整理図》
（千葉県立美術館所蔵）
多古町では明治34年（1901）、耕地整理事業に
着手しました。翌35年に最初の工事が完成し
ましたが、これは全国で二番目という早さでし
た。事業成功の褒賞として農商務大臣から金一
封（500円）が授与され、これを原資に町立農学
校（現千葉県立多古高等学校）が設立されたとい
う歴史があります。《耕地整理図》は明治35年頃
に描かれたもので、米どころ多古町が誇る美田
の様子がよくわかります。複製画が多古町コミュ
ニティプラザに展示されています。

昭和8年（1933）11月写生　多古町鳥瞰図
（成田山仏教図書館所蔵）
松井天山が当時の旧多古町を描いたもの。多古町
役場近くにある田町ポケットパーク内の看板「多
古　まちなか歴史散策」で見ることができます。

人面付土器
弥生時代の人面付き土
器。新城遺跡から出土
したものです。

歴
史
の
さ
と

　多
古
を
歩
く
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任
さ
れ
ま
し
た
。
幸
松
は
正
光
の
養
子
と
な
っ
て
保
科
正ま
さ

之ゆ
き

と

名
を
改
め
、
さ
ら
に
会
津
藩
初
代
藩
主
と
な
っ
て
三
代
将
軍
・

家
光
、
四
代
将
軍
・
家
綱
を
陰
で
支
え
た
名
君
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
正
光
が
高
遠
藩
に
移
封
と
な
っ
た
後
、
廃
藩
と
な
っ
て
い
た

多
古
藩
は
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
に
土ひ
じ

方か
た

雄か
つ

久ひ
さ

に
よ
っ
て

立
藩
さ
れ
る
も
の
の
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
に
再
び
廃
藩
。

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
駿
府
城
代
で
あ
っ
た
旗
本
・
松ま
つ

平だ
い
ら

勝か
つ

政ま
さ

の
子
、
勝か
つ

義よ
し

が
領
主
と
し
て
入
部
し
た
こ
と
に
よ
り
松

平
氏
の
采
地
と
な
り
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
多
古
藩
領

主
五
代
目
の
松
平
勝か
つ

似ゆ
き

が
一
万
二
千
石
の
大
名
と
な
っ
て
多
古

藩
が
立
藩
さ
れ
る
と
、
よ
う
や
く
政
権
が
安
定
し
ま
し
た
。
第

六
代
藩
主
・
松
平
勝か
つ

権の
り

は
藩
校
を
設
置
し
て
藩
士
の
文
武
奨
励

を
図
る
な
ど
の
業
績
も
残
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
明
治
維
新

を
経
て
廃
藩
置
県
で
廃
藩
に
な
る
ま
で
の
二
百
三
十
年
余
り
、

松
平
氏
が
こ
の
地
を
治
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
古
県
、
新
治

県
を
経
て
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
千
葉
県
に
編
入
さ
れ
ま

し
た
。

　
明
治
維
新
以
後
は
全
国
で
二
番
目
に
耕
地
整
理
事
業
を
推
進

さ
せ
た
こ
と
で
、農
業
は
一
層
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。「
多
古
米
」

で
知
ら
れ
る
米
作
り
の
礎
と
な
り
、
広
大
な
畑
地
も
開
拓
さ
れ

て
さ
つ
ま
い
も
や
大
和
芋
な
ど
の
栽
培
も
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
先
人
た
ち
の
思
い
と
痕
跡
は
、
多
く
の
史
跡
や
文
化

財
と
し
て
残
さ
れ
、私
た
ち
に
古
き
時
代
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　
約
一
万
年
前
、
多
古
の
低
地
部
分
は
ま
だ
海
の
底
で
し
た
。

や
が
て
海
底
の
隆
起
に
よ
っ
て
陸
地
が
増
え
、
低
地
を
ぬ
う
よ

う
に
流
れ
る
栗
山
川
の
流
域
に
は
豊
か
な
農
耕
文
化
が
発
展
し

ま
し
た
。
栗
山
川
か
ら
は
約
五
五
〇
〇
年
前
の
も
の
と
さ
れ
る

一
本
木
を
く
り
抜
い
て
作
っ
た
丸
木
舟
が
出
土
し
て
お
り
、
魚

類
の
採
取
や
交
通
の
手
段
と
し
て
川
を
利
用
し
な
が
ら
人
々
が

生
活
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺う

か
がえ
ま
す
。
遺
跡
も
多
く
、
し
ゃ
く

し
塚
古
墳
や
お
け
塚
古
墳
な
ど
巨
大
な
古
墳
が
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
四
世
紀
頃
に
は
か
な
り
の
権
力
を
も
っ
た
豪
族
が
支

配
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
古
来
よ
り
繁
華
な
土
地
と
し
て
栄
え
て
き
た
多
古
地
方
で
す

が
、
中
世
以
降
は
政
権
を
巡
っ
て
栄
枯
盛
衰
の
歴
史
が
繰
り
返

さ
れ
ま
す
。
平
安
時
代
末
期
、
千ち

田だ
の

荘し
ょ
うと
呼
ば
れ
て
い
た
多
古

地
方
を
支
配
し
て
い
た
平
家
一
族
の
千ち

田だ

親ち
か

政ま
さ

が
、
同
じ
平
家

に
属
し
な
が
ら
源
頼
朝
に
力
添
え
を
し
た
千
葉
常つ
ね

胤た
ね

に
激
怒
し

て
千
葉
城
を
攻
撃
す
る
も
の
の
、
無
念
に
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
事
件
に
よ
り
、
千
田
荘
は
千
葉
氏
の
支
配
下
に
置
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
「
関
東
の
名
家
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
賢
く
優
れ
た
政
を
行
っ
て
い
た
千
葉
宗
家
で
す
が
、

室
町
時
代
中
期
に
一
族
の
骨
肉
の
争
い
が
勃
発
。
千
葉
胤た
ね

直な
お

・

胤た
ね

宣の
ぶ

父
子
が
胤
直
の
叔
父
に
あ
た
る
馬ま

加く
わ
り

康や
す

胤た
ね

に
攻
め
ら
れ
、

激
し
い
戦
い
の
末
、
一
族
郎
党
と
も
に
命
を
落
と
し
て
し
ま
い

ま
す
。
千
葉
宗
家
は
断
絶
し
、そ
の
後
、北
条
氏
の
傘
下
に
あ
っ

た
他
の
千
葉
氏
一
族
も
豊
臣
秀
吉
に
攻
め
ら
れ
て
落
城
、
敗
退

し
ま
し
た
。

　
戦
国
時
代
末
期
、
多
古
地
方
を
治
め
て
い
た
の
は
、
徳
川
家

康
の
関
東
入
部
に
伴
っ
て
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
下
総
国

多
古
に
一
万
石
の
領
地
を
与
え
ら
れ
た
保ほ

科し
な

正ま
さ

光み
つ

で
す
。
信
濃

高
遠
城
主
・
保
科
正ま
さ

直な
お

の
長
男
で
、
後
に
高
遠
藩
の
初
代
藩
主

に
な
る
ま
で
の
約
十
年
間
、
下
総
多
古
藩
主
を
務
め
ま
し
た
。

ま
た
信
仰
心
が
篤
い
こ
と
で
知
ら
れ
た
正
光
は
、
二
代
将
軍
・

徳
川
秀
忠
の
信
頼
を
得
て
、
秀
忠
の
庶
子
の
幸
松
の
養
育
係
も

通
史
を
知
る

其
ノ
壱



●

多古町役場

中地区

常磐地区

久賀地区

多古地区多古地区

多
古
藩
一
万
二
千
石
の
中
心
地
と
し
て 

栄
え
た
歴
史
を
今
に
伝
え
る

史
跡
を
巡
る

其
ノ
弐

【
多た

古こ

地
区
】

十
五
歳
で
散
っ
た
千
葉
胤
宣

　
千
葉
宗
家
第
十
六
代
の
千
葉
胤
直
と
そ
の

子
、
千
葉
胤
宣
が
多
古
の
地
で
命
を
落
と
し

た
模
様
は
『
鎌
倉
大
草
子
』
お
よ
び
『
千
葉

伝
考
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
胤
宣
が
立
て
こ
も
っ
た

多
古
城
が
馬
加
康
胤
に
よ
っ
て
激
し
く
攻
め

立
て
ら
れ
、
つ
い
に
八
月
十
二
日
、
胤
宣
は

城
外
の
武
佐
（
居
射
か
）
に
あ
っ
た
阿
弥
陀

堂
に
て
自じ

刃じ
ん

、十
五
歳
と
い
う
若
さ
で
し
た
。

　
そ
の
わ
ず
か
二
日
後
、十
四
日
の
夜
に
父
・

胤
直
が
立
て
こ
も
っ
た
志
摩
城
が
馬
加
方
の

原
胤
房
に
攻
め
立
て
ら
れ
て
落
城
。
胤
直
ら

は
城
を
抜
け
出
し
、
舟
で
東
禅
寺
に
至
り
、

翌
十
五
日
も
は
や
こ
れ
ま
で
と
自
刃
。
千
葉

宗
家
の
悲
劇
が
幕
を
閉
じ
た
の
で
す
。

妙印山妙光寺（MAP

▲

P31-E2）
弘安年中（1278〜1287）に日蓮聖人の高弟・日朝が創建したと伝えら
れ、現在の堂は亨保14年（1729）の建立とされています。寺宝である「木
造伝妙見菩薩倚像」は、中世に多古地方を支配した千葉一族の守護神と
して崇拝されていたもので、高さ49.4㎝のヒノキの寄木造で、甲冑を
身につけ玉眼を入れた迫力ある妙見像です。県の有形文化財に指定され
ています。同じく寺宝の多古城主・牛尾胤仲の刻印のある青銅製の鰐口
［町指定有形文化財］は、天正5年（1577）娘の病気快癒祈願のために寄
進されたものです。

木内家住宅（主屋・旧蔵・旧店舗）（MAP

▲

P31-E2）
重厚な石造りの建物は、道路に面した旧店舗、その奥に旧蔵、主屋で構成されてい
ます。いずれも昭和4年（1929）の建築です。［国登録有形文化財］

島地区（MAP

▲

P30-B3）
両側に背の高い槙の垣根が張り巡らさ
れ、迷子になりそうな島地区。かつて禁
教とされた不受不施派を信仰していたこ
の地区の人々は、役人の取り締まりから
逃れるため、入り組んだ道を造ったので
はないかといわれています。

志摩城跡（MAP

▲

P30-B3）
千葉宗家滅亡の歴史的舞台ともなった志摩城は現在の島地区東端にありました。

親社大神（MAP

▲

P31-F1）
多古城主・牛尾胤仲の霊を祀った社です。社前
の鰐口と銭額は後年、城山から出土した古銭
で造られたといわれています。

龗蛇頭（りょうじゃとう）
多古の初代領主である松平勝義の父・勝政が天正14年（1586）に徳川家康か
ら拝領したもの。本物の龍の頭で雨を降らせる神通力があるといわれ、今から
200年以上も昔、大干ばつの多古地方に大雨を降らせて稲を生き返らせたと
いう伝説があります。葵の御紋の布に包まれて保存されています。

多古藩陣屋跡（MAP

▲

P31-E2）
多古第一小学校の敷地は、かつてはその全域
が多古藩の陣屋でした。現在、校庭の裏にわ
ずかに残っている石垣の一部に当時の面影を
見ることができます。

乃木希典揮毫忠魂碑
（MAP

▲

P31-E2）
多古第一小学校校庭の片隅に
は、日露戦争で戦死した兵士の
ために乃木大将が揮毫した忠魂
碑が建っています。

民俗資料館（MAP

▲

P31-E1）
千葉県立多古高等学校内にある民俗資料館に
は約180点の農具や生活用具が展示されてい
ます。昭和41年、一括して県の民俗資料に指
定されました。米どころ多古の農業の歴史を知
ることができます。

若山牧水の歌碑（MAP

▲

P31-E2）
明治・大正・昭和の歌壇で人々から敬
愛された歌人・若山牧水は大正14年
（1925）、夫人とともに蔦屋（現市原邸）
に逗留しました。このときに詠んだ歌が
刻まれた歌碑が、市原邸の玄関先に建立
されています。

旧多古郵便局（MAP

▲

P31-E2）
多古町は郵便事業においても先進地で、
明治5年（1872）5月に日本郵便の父・
前島密の要請で千葉県第1号の郵便局「多
古郵便取扱所」が開設されました。現在残
る建物は、昭和17年（1942）に建て替
えられたものです。

大宮大神（MAP

▲

P31-E2）
旧多古村の鎮守です。城下町らしく、奉
納物には藩士の名前が刻まれたものが多
くあります。

八坂神社（MAP

▲

P31-E2）
旧多古宿の本町、新町、仲町の鎮守です。
毎年夏には江戸時代から続く「祇園祭」が
行われ、神事の「多古のしいかご舞」は県
の無形民俗文化財に指定されています。

諏訪神社（MAP

▲

P30-B3）
千田荘の名を残す旧千田村の鎮守です。
上総・下総の国界に位置することから「境
の宮」ともいわれています。

隠し階段

地元の歌人・田辺はるの歌碑

本堂内部 本堂

山門

木造伝妙見菩薩倚像
（もくぞうでんみょうけんぼさついぞう）

鐘楼からの眺望

鰐口祖師堂

成等山正覚寺
（MAP

▲

P30-B3） 
成等山正覚寺は日蓮宗不受不
施派の寺院です。他宗派から
のお布施を受けとらないた
め、本堂の前に賽銭箱は置か
れていません。かつて島地区
の家にあった隠し階段が、本
堂内に保管されています。
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付
け
た
と
い
わ
れ
る
日
蓮
聖
人
の
坐
像
が
あ
る
こ

と
か
ら
、「
ひ
げ
の
お
祖
師
様
」
と
呼
ば
れ
、
人
々

か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
眼
下
に
は
の
ど
か

な
田
園
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

　
小
学
校
の
北
側
に
進
む
と
、
町
中
に
あ
る
ひ
と

き
わ
堅
牢
な
建
物
が
目
を
引
き
ま
す
。
米
穀
商
を

営
ん
で
い
た
木
内
家
が
昭
和
四
年
に
建
て
た
も
の

で
、
主
屋
と
旧
蔵
・
旧
店
舗
が
並
ん
で
建
っ
て
い

ま
す
。
主
屋
は
外
壁
を
大
谷
石
積
み
と
し
な
が

ら
、
軒
廻
り
や
開
口
部
等
に
稲
田
石
を
組
ん
で
外

観
に
変
化
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
旧
蔵
は
同
じ
く

大
谷
石
積
み
で
、
開
口
部
と
窓
枠
が
稲
田
石
組
み

と
な
っ
て
お
り
、
近
代
の
倉
庫
建
築
と
し
て
貴
重

な
存
在
。さ
ら
に
旧
店
舗
は
1
階
が
大
谷
石
積
み
、

2
階
が
和
風
の
木
造
で
、
伝
統
と
流
行
が
折
衷
し

た
意
匠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
中
心
部
か
ら
離
れ
て
南
に
進
む
と
、
田
園

地
帯
の
中
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ん
で
い
る
か
の
よ
う

な
島
地
区
が
あ
り
ま
す
。
槙ま
き

の
生
垣
が
張
り
巡
ら

さ
れ
た
狭
い
路
地
が
続
き
、
ま
る
で
迷
路
の
よ
う

な
集
落
で
す
。
そ
ん
な
島
地
区
に
あ
る
の
が
「
島

の
正
覚
寺
」
と
呼
ば
れ
る
成
じ
ょ
う

等と
う

山ざ
ん

正し
ょ
う

覚か
く

寺じ

。
他
宗

の
者
か
ら
施
し
を
受
け
ず
、
信
者
は
他
宗
の
僧
侶

に
施
し
を
し
な
い
と
い
う
日
蓮
宗
不ふ

受じ
ゅ

不ふ

施せ

派は

の

教
え
を
、
地
域
の
人
た
ち
は
篤
く
信
仰
し
て
き
ま

し
た
。
江
戸
時
代
に
は
弾
圧
を
受
け
た
こ
と
も
あ

り
、
役
人
の
取
り
締
ま
り
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
隠

し
部
屋
な
ど
も
家
々
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
古
く
は
千
葉
宗
家
滅
亡
の
地
と
も
な
っ
た
志

摩
城
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の
痕
跡
は
何
も
残

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
多
古
地
区
は
江
戸
時
代
、
多
古
藩
・
松
平
氏
一

万
二
千
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
前
か
ら
、
宿
場
町
と
し
て
の
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
本
町
・
仲
町
・
新

町
の
三
町
の
形
態
を
見
る
と
、
道
路
が
直
角
に
曲

が
っ
て
、
枡
形
を
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
宿

へ
の
出
入
り
口
で
宿
場
内
を
見
通
せ
な
い
よ
う
に

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
多
古
地
区
の

中
心
部
か
ら
歩
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
多
古
藩
陣
屋
跡
で
あ
る
多
古
第
一
小
学
校
の
校

門
脇
に
は
石
垣
が
残
り
、
当
時
の
面
影
を
偲
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
石
垣
を
見
学
し
た
ら
、
陣
屋
跡

南
側
の
高
台
に
あ
る
多
古
町
の
シ
ン
ボ
ル
、
妙み
ょ
う

印い
ん

山ざ
ん

妙み
ょ
う

光こ
う

寺じ

に
足
を
運
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
鎌
倉
時

代
に
日
蓮
聖
人
の
高
弟
・
日
朝
に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
た
日
蓮
宗
の
名
刹
で
、
日
蓮
聖
人
自
ら
が
髭
を
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郷
土
が
誇
る
偉
人
を
輩
出
し 

教
育
・
文
化
の
発
展
に
貢
献

豪
族
た
ち
の
強
大
な
勢
力
が
窺う

か
が

え
る 

古
墳
時
代
前
期
最
大
級
の
前
方
後
円
墳

史
跡
を
巡
る

其
ノ
弐

史
跡
を
巡
る

其
ノ
弐

【
久く

賀が

地
区
】

【
常と

き
わ磐
地
区
】

伊
能
忠
敬
と
と
も
に

全
国
を
歩
い
た
男
・
平
山
郡
蔵

　
全
国
を
歩
い
て
測
量
し
、「
大
日
本
沿
海

輿
地
全
図
」（
伊
能
図
）
を
作
成
、
初
め
て

国
土
の
正
確
な
姿
を
明
ら
か
に
し
た
偉
人
・

伊
能
忠
敬
。
そ
の
忠
敬
と
と
も
に
全
国
測
量

に
当
た
っ
た
重
要
な
内
弟
子
の
一
人
が
、
南

中
地
区
の
生
ま
れ
で
忠
敬
よ
り
三
十
四
歳
年

下
の
平
山
郡
蔵
で
す
。

　
も
と
も
と
忠
敬
は
平
山
家
と
親
戚
に
あ
た

り
、
忠
敬
が
佐
原
（
現
香
取
市
）
の
伊
能
家

に
養
子
に
入
る
際
に
親
代
わ
り
と
な
っ
て
世

話
を
し
た
の
が
郡
蔵
の
祖
父
・
平
山
藤
右
衛

門
季
忠
で
し
た
。
こ
う
し
た
縁
も
あ
っ
て
郡

蔵
は
幼
年
か
ら
伊
能
家
に
寄
宿
し
、
忠
敬
に

算
数
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
も
郡
蔵
は
忠

敬
を
慕
っ
て
江
戸
に
出
て
数
理
・
測
量
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
製
図
技
術
も
習
得

し
た
郡
蔵
は
、忠
敬
の
全
国
測
量
に
加
わ
り
、

伊
能
図
の
完
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。

大
和
朝
廷
に
よ
る

東
国
支
配
の
拠
点

　
北
条
塚
古
墳
、
し
ゃ
く
し
塚
古
墳
の
ど
ち

ら
も
「
前
方
後
円
墳
」
と
い
う
畿
内
地
方
の

古
墳
と
同
じ
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
大
和
朝
廷
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ

た
下

し
も
つ
う
な
か
み
の
く
に
み
や
つ
こ

海
上
国
造
に
直
属
す
る
位
置
に
あ
っ
た

実
力
者
の
墓
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
下
海
上
国

造
は
、
下
総
の
海う

な

上か
み

・
香
取
・
匝そ

う

瑳さ

の
三
郡

と
常
陸
（
茨
城
県
）
の
鹿
島
郡
南
部
を
包
括

す
る
地
域
を
統
轄
し
て
い
た
も
の
で
、
大
和

朝
廷
に
よ
る
東
国
支
配
の
拠
点
と
し
て
こ
こ

多
古
地
方
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
ま
す
。

空海の逆さ公孫樹

しゃくし塚古墳（柏熊8号墳）［県指定史跡］（MAP

▲

P30-C1）
柏熊地区にある前方後円墳で全長82mにも及び、多古町に点在する前方後
円墳の中でも最大級のものです。4世紀後半、この地方を治めた豪族の墓と
思われます。

松崎神社 
（MAP

▲

P30-C1）
宝亀3年（772）に創
建され、坂東稲荷宮
と称されていました。
社殿前には「空海の
逆さ公孫樹」と呼ば
れる大きな公孫樹の
木［町指定天然記念
物］がそびえ、神社
のシンボルとなって
います。また平安時
代に征夷大将軍・坂
上田村麻呂が奉納
したといわれる木鼓
［町指定有形民俗文
化財］も社宝として
残されています。

並木栗水の螟蛉塾跡（MAP

▲

P30-B2）
並木栗水（1829〜1914）は文政12年、久賀地区の
御所台に生まれました。21歳のときに江戸に出て、儒
学の大橋訥庵の思誠塾に入門。7年間勉強をして郷里
に戻り、螟蛉塾を開きました。栗水は明治元年（1868）、
新政府により新設大学（東京大学の前身）の教官として
招へいされましたが、これを丁重に辞退し、螟蛉塾門
下の教育に全力を傾けました。螟蛉塾には全国から多
くの門人が集まりました。地元多古では、帝国学士院
恩賜賞の文学博士林泰輔（旧常磐村）や、衆議院及び貴
族院議員として功績を残した菅澤重雄（旧久賀村）など
多くの先達がここに学びました。螟蛉塾跡にある顕彰
碑の題字は徳富蘇峰筆、碑文は菅澤重雄の書によるも
ので、昭和10年（1935）に建立されました。

私立米本図書館（MAP

▲

P30-B1）
明治42年（1909）に俳人・米本信吾が創設し
た私設の図書館です。多古町出身の儒学者・並
木栗水の蔵書を2千冊所蔵しているほか、後に
併設された「短歌図書館」には印旛郡出身の歌
人・吉植庄亮の著作や大正から現代に至る歌集・
歌誌等が保存されています。保存のための図書
館なので貸し出しはしていませんが、貴重な文
献を見学することができます。開館日は火曜〜
金曜の9：30〜16：00です。

北条塚古墳［県指定史跡］（MAP

▲

P30-C1）
松崎神社の裏にあり、栗山川流域の台地に点在する古墳の中では代表的な古
墳です。東西方向に軸をもつ前方後円墳で全長70m、古墳時代後期（6世紀）
の築造と考えられています。

大師堂（MAP

▲

P30-B2）
行脚の折に立ち寄った弘法大師が農婦に里芋
を無心したところ、石のように固くて食べら
れないと断られてしまいます。すると里芋は
本当に固くなり、作物も取れなくなってしまい
ました。村人たちが大師堂を建てて弘法大師
を祀ったところ、石のように固い芋から芽が
出て畑の作物もよく取れるようになったとい
う石芋伝説が残っています。

石芋大師の井戸

社殿 木鼓

土橋山東禅寺
（MAP

▲

P30-B2）
千葉氏の所領であった千田荘
の中心がこのあたり。無念の
うちに命を落とした千葉胤
直・胤宣・眷族の墓や、並木
栗水の墓が本堂西側の高台に
あります。

千葉胤直の墓［町指定史跡］

並木栗水の墓

東禅寺本堂を望む

勝栄山能満寺
（MAP

▲

P30-C2）
日蓮宗の寺院で、釈迦牟尼仏を
本尊としています。安房賀茂村
の日運寺と同山一寺で、賀茂村
に日運寺を開いた勝栄院日運
が後年隠居所として、天文5年
（1536）に松崎の地に建てた
と伝えられています。石段上に
は天保9年（1838）に地元の棟
梁・及川半兵衛によって建立さ
れた鐘楼門［町指定有形文化財］
があります。 鐘楼門

本堂

稲荷山成就院と木食上人の
入定塚（MAP

▲
P30-B1）

真言宗智山派の寺で、木食上人の入
定塚［町指定史跡］があります。俊弁
上人（神崎町出身）は木食（五穀を食
べず木の実、草のみを食べる修行）
の後、元文2年（1737）、70歳の
ときに即身仏となる決意をして入定
しました。入定塚の後ろに生い茂る
ナギの木は「ナンジャモンジャの木」
と呼ばれ、その樹皮は安産の護符と
もいわれています。 木食上人の入定塚木食上人坐像

熊野神社（MAP

▲

P30-B2）
石段を上り切ると重厚な鳥居が
あり、さらにその奥に見事な造
作を見せる総ケヤキ造りの本殿
があります。
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と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
法
力
に
よ
り
冬
で
も
枯

れ
な
い
と
い
わ
れ
る
青
々
と
し
た
池
中
の
芋
を
見

た
ら
、
地
元
が
生
ん
だ
偉
人
、
儒
学
者
の
並な
み

木き

栗り
っ

水す
い

が
開
い
た
螟め
い

蛉れ
い

塾じ
ゅ
く

跡
を
訪
ね
ま
し
ょ
う
。
顕
彰

碑
が
建
ち
、
多
く
の
優
れ
た
門
弟
を
薫
育
し
た
功

績
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
に
室
町
時
代
に

断
絶
し
た
千
葉
宗
家
一
族
が
眠
る
土つ
ち

橋は
し

山ざ
ん

東と
う

禅ぜ
ん

寺じ

を
参
拝
。
続
い
て
、
旧
高
津
原
村
の
鎮
守
で
あ
る

熊
野
神
社
へ
。
熊
野
神
社
は
八や

咫た

烏が
ら
すで
知
ら
れ
る

熊
野
三
山
の
祭
神
を
勧
請
し
た
神
社
で
、
全
国
に

あ
り
ま
す
。
老
木
が
生
い
茂
る
境
内
は
、
八
咫
烏

伝
説
に
ふ
さ
わ
し
い
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
木も
く

食じ
き

上し
ょ
う

人に
ん

の
入
に
ゅ
う

定じ
ょ
う

塚づ
か

」
が
あ
る
こ
と

で
知
ら
れ
る
稲い
な

荷り

山さ
ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

院い
ん

へ
。「
安
産
・
子
育
て
」

の
誓
願
を
立
て
、
生
き
た
ま
ま
仏
に
な
る
即そ
く

身し
ん

仏ぶ
つ

に
な
っ
た
木
食
上
人
。
入
定
の
地
に
は
塚
が
築
か

れ
宝
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
堂
に
は
木
食

上
人
の
坐
像
が
安
置
さ
れ
、
今
も
安
産
を
祈
願
し

て
訪
れ
る
人
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
最
後
は
私
設
の
米よ
ね

本も
と

図
書
館
へ
。
明
治
末
期
に

造
ら
れ
た
県
内
で
六
番
目
に
古
い
図
書
館
で
、
並

木
栗
水
の
蔵
書
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
併

設
の
「
短
歌
図
書
館
」
に
は
貴
重
な
資
料
も
多
く
、

短
歌
研
究
者
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
幕
府
の
軍
馬
を
育
成
す
る
放
牧

地
も
あ
っ
た
久
賀
地
区
。さ
ら
に
時
代
を
遡
れ
ば
、

諸
国
行
脚
の
際
に
弘
法
大
師
も
訪
れ
ま
し
た
。

　
井
戸
山
区
民
館
の
敷
地
内
に
あ
る
大
師
堂
に
は

弘
法
大
師
の
石
芋
伝
説
が
残
り
、「
石
芋
大
師
」

条
塚
古
墳
で
す
。
周
囲
か
ら
は
円
筒
埴
輪
や
形
象

埴
輪
と
思
わ
れ
る
破
片
も
採
取
さ
れ
て
お
り
、
力

の
あ
る
豪
族
が
葬
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
松
崎
神
社
か
ら
南
に
足
を
延
ば
せ
ば
、
石
段
の

上
に
鐘
楼
門
が
そ
び
え
る
勝

し
ょ
う

栄え
い

山ざ
ん

能の
う

満ま
ん

寺じ

が
あ
り

ま
す
。
高
さ
八
・
四
メ
ー
ト
ル
の
鐘
楼
門
は
入
母

屋
造
り
、
銅
板
瓦
葺
の
四
脚
門
で
、
こ
の
よ
う
に

山
門
と
鐘
楼
が
一
つ
に
な
っ
た
形
は
町
内
で
も
数

少
な
く
、
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
最
後
に
少
し
離
れ
ま
す
が
「
し
ゃ
く
し
塚
古

墳
」
に
代
表
さ
れ
る
柏
熊
古
墳
群
を
訪
ね
ま
し
ょ

う
。
妙
法
山
正
岳
寺
周
辺
の
山
林
の
中
に
前
方
後

円
墳
二
基
、
円
墳
十
一
基
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

足
下
が
荒
れ
て
い
る
の
で
訪
れ
る
際
は
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　
町
の
東
側
に
位
置
す
る
常
磐
地
区
で
は
、
ま
ず

松
崎
神
社
を
訪
ね
ま
し
ょ
う
。
大
き
な
鳥
居
を
く

ぐ
る
と
、
社
殿
前
に
そ
び
え
る
公い
ち
ょ
う

孫
樹
の
大
木
が

目
を
引
き
ま
す
。
こ
れ
に
は
空
海
（
弘
法
大
師
）

が
参
詣
し
た
折
、
道
中
携
え
て
き
た
公
孫
樹
の
杖

を
上
下
逆
さ
ま
の
ま
ま
地
中
に
挿
し
た
と
こ
ろ
、

数
日
後
に
は
芽
を
出
し
み
る
み
る
う
ち
に
大
木
に

な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
「
空
海
の
逆
さ
公
孫

樹
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
松
崎
神
社
で
は
、
毎

年
三
月
の
第
二
日
曜
日
に
「
初
午
祭
り
」
が
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
十
年
に
一
度
巡
っ
て
く

る
丙
午
の
年
に
は
「
神
幸
祭
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
参
拝
を
済
ま
せ
た
ら
社
殿
の
裏
手
に
廻
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
小
高
い
丘
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
全
長
七
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
前
方
後
円
墳
の
北



●

多古町役場

中地区

常磐地区

久賀地区

多古地区 中地区

全
国
の
学
僧
が
修
行
を
積
ん
だ 

 「
中
村
檀
林
」日
本
寺
な
ど
日
蓮
宗
の
古
刹
が
点
在

史
跡
を
巡
る

其
ノ
弐

史
話
を
読
む

其
ノ
参

【
中な

か

地
区
】

中
山
法
華
経
寺
と
の
深
い
縁

　
多
古
に
は
日
蓮
宗
の
名
刹
が
多
く
所
在
し

て
い
ま
す
。

　
日
蓮
の
教
え
は
、
関
東
か
ら
北
陸
地
方
の

武
士
階
級
に
支
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

一
人
が
葛
飾
郡
八
幡
荘
（
現
市
川
市
北
部
）

の
領
主
で
あ
り
、
千
葉
介
頼
胤
の
有
力
な
被

官
で
も
あ
っ
た
富と

木き

常じ
ょ
う

忍に
ん

で
す
。
常
忍
は
幕

府
か
ら
迫
害
を
受
け
て
い
た
日
蓮
を
保
護
す

る
と
と
も
に
、
日
蓮
か
ら
直
接
教
え
を
受
け

ま
し
た
。
日
蓮
の
没
後
、
常
忍
は
出
家
し
法

華
寺
を
建
立
、
富
木
日に

ち

常じ
ょ
うと

名
を
改
め
住
職

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
法
華
寺
が
後
に
中
山

法
華
経
寺
に
な
っ
た
の
で
す
。
後
年
富
木
日

常
上
人
は
多
古
の
中
村
に
隠
居
し
草
庵
を
結

び
ま
す
。
こ
れ
が
日
本
寺
の
起
こ
り
と
な
り

ま
す
。
因
み
に
、
中
山
法
華
経
寺
が
「
正

し
ょ
う

中ち
ゅ
う

山ざ
ん

」
と
号
す
る
の
を
受
け
て
、
日
本
寺
は

「
正

し
ょ
う

東と
う

山ざ
ん

」
を
山
号
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
寺
を
起
点
と
し
て

一
里
塚
・
二
里
塚
・
三
里
塚
…

　
江
戸
時
代
、
多
古
は
交
通
の
中
心
地
で
し

た
。
多
古
か
ら
は
四
方
に
道
が
伸
び
、
総
称

し
て
「
多
古
街
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
、
参
勤
交
代
な
ど
に
用
い
ら
れ
て

い
た
「
江
戸
街
道
」
に
は
、
日
本
寺
を
起
点

に
里
程
標
と
な
る
塚
が
築
か
れ
ま
し
た
。
一

里
塚
（
多
古
町
染
井
）、
二
里
塚
（
芝
山
町

白
枡
）、
三
里
塚
（
成
田
市
三
里
塚
）、
法
華

塚
（
同
遠
山
）、
五
里
塚
（
同
寺
台
）
と
続

く
も
の
で
す
。
こ
の
中
で
、
染
井
・
三
里

塚
・
法
華
塚
は
、
明
治
に
敷
設
さ
れ
た
軽
便

鉄
道
多
古
線
の
停
車
場
の
名
前
と
符
合
し
て

お
り
、
歴
史
の
妙
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

正東山日本寺（MAP

▲

P30-G2）
慶長4年（1599）〜明治8年（1875）まで
の間、学僧の学びの場である「中村檀林」が
ありました。270年余に亘り、延べ10万
人もの僧侶たちが巣立って行ったといわれ
ています。切妻造りの山門［町指定有形文化
財］は桃山時代から江戸時代初期に造られ
たもの。本阿弥光悦の書といわれている「正
東山」の扁額は日本三額の一つで、緻密な
木組みをもつ2階建ての鐘楼とともに、町
の有形文化財に指定されています。
本堂には交互の御影のひとつ富木日常上人
坐像をはじめ、水戸光圀使用の枕屏風や多
古藩主・松平家の息女が召していた刺繍が
見事な打掛、中村檀林時代の「物読み次第」
などたくさんの寺宝が残っています。
参道沿いや歴代墓地の周りには、全部で
8000株もの紫陽花が植えられ、“あじさ
い寺”としても知られていますが、現在、さ
らにこれを充実させた「あじさい庭園」の整
備が進んでいます。

本堂と鐘楼

富木日常上人坐像

竹林山妙光寺（MAP

▲

P30-H1）
板状の石を用いた卒塔婆の一種で
ある板碑が、応安5年（1372）と刻
字されたものから長禄年間（1457
〜1460）のものまで10基余りあ
ります［町指定有形文化財（考古資
料）］。なかでも門前にある一基には、
千葉一族の胤貞、胤継、胤氏、義胤、
胤清、胤満の名が刻まれており、極
めて貴重な文化財といえます。

澁谷嘉助旧宅正門
（MAP

▲

P30-H1）
実業家として財をなした澁谷嘉
助翁（1849〜1930）の屋敷に
は、正面左右を倉とする長屋門
風の正門が建っています。明治
43年（1910）頃に建築された民
家では珍しいレンガ造りの門で
す。［国登録有形文化財］

正峰山妙興寺（MAP

▲

P30-G2）
日辨上人により正安2年（1300）に創建されました。威風堂々とした構えの
山門は明和2年（1765）三世日精の代に建てられ、多古藩主の定紋が付さ
れています。鐘楼とともに町の有形文化財に指定されています。境内には、「さ
つ女の墓」もあります。これは、お家騒動もの歌舞伎の代表作として知られ
る「加賀見山旧錦絵（かがみやまこきょうのにしきえ）」の主人公・鏡山お初
のモデルとされる「さつ」の墓です。

山門鐘楼

法性山浄妙寺（MAP

▲

P30-H1）
多古町最古の寺で、釈迦仏を本尊とする日蓮宗の寺院
です。天正5年（1577）の多古城主・牛尾胤仲の制礼
があり、天正19年（1591）には徳川家康から寺領12
石の寄進を受け、後の歴代将軍から朱印状を賜りまし
た。

山門

一対の金剛力士像
（仁王尊）

本堂2階

本堂内部

水戸光圀使用の枕屏風

中村檀林時代の物読み次第

山門

流祖・飯篠長威斎家直

軽便鉄道・染井駅

船越にある多古円筒分水工

正東山の扁額

松平家息女の打掛
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残
し
、
晩
年
は
教
育
や
慈
善
事
業
に
も
尽
力
し
た

地
元
が
誇
る
偉
人
。
そ
の
旧
宅
に
は
一
際
目
立
つ

レ
ン
ガ
造
の
長
屋
門
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

婆
）が
多
い
こ
と
で
有
名
で
十
余
基
を
数
え
ま
す
。

　
法ほ
っ

性し
ょ
う

山ざ
ん

浄じ
ょ
う

妙み
ょ
う

寺じ

は
、
天
平
宝
字
年
間
（
七
五
七

〜
七
六
五
年
）
鑑が
ん

真じ
ん

の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
多
古

町
最
古
の
寺
で
「
北
場
の
浄
妙
寺
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
寺
を
守
護
す
る
よ
う
に
建
つ
仁
王
門
と

一
対
の
金
剛
力
士
像
（
仁
王
尊
）
が
印
象
的
で
す
。

　
最
後
に
国
登
録
有
形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
澁し
ぶ

谷や

嘉か

助す
け

旧
宅
正
門
に
も
足
を
運
び
ま
し
ょ

う
。
澁
谷
嘉
助
は
日
本
で
初
め
て
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

を
輸
入
す
る
な
ど
実
業
家
と
し
て
大
き
な
足
跡
を

す
が
、
希
望
す
れ
ば
そ
れ
以
外
で
も
拝
観
で
き
る

そ
う
で
す
。

　
近
く
に
あ
る
正
し
ょ
う

峰ほ
う

山ざ
ん

妙み
ょ
う

興こ
う

寺じ

は
通
称
「
峯
の
妙

興
寺
」
と
呼
ば
れ
る
多
古
藩
主
・
松
平
家
の
菩
提

寺
で
す
。
立
派
な
本
堂
、
山
門
、
鐘
楼
な
ど
が
建

ち
並
ぶ
名
刹
で
、
日
蓮
聖
人
直
筆
の
大
曼
荼
羅
や

立
正
安
国
論
草
稿
な
ど
多
数
の
古
文
書
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。

　
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
日
朝
上
人
の
開
基
と

さ
れ
て
い
る
竹ち
く

林り
ん

山ざ
ん

妙み
ょ
う

光こ
う

寺じ

は
板
碑
（
石
造
卒
塔

　
ま
ず
訪
れ
た
い
の
が
、
正
し
ょ
う

東と
う

山ざ
ん

日に
ち

本ほ
ん

寺じ

で
す
。

日
蓮
聖
人
の
最
大
の
理
解
者
で
あ
っ
た
富と

木き

日に
ち

常じ
ょ
う

上
人
を
開
基
と
す
る
日
蓮
宗
の
本
山
寺
院
で
、
そ

の
後
日
本
中
か
ら
学
僧
が
集
ま
る
中
村
檀
林
が
開

か
れ
関
東
三
大
檀
林
の
一
つ
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

本
堂
に
は
、「
交み
た
が
い互
の
御み

影え
い

」
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
日
蓮
聖
人
と
富
木
上
人
が
、
お
互

い
に
相
手
の
像
を
刻
み
、
終
世
お
互
い
の
像
に
相

対
し
敬
慕
し
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
春
と
夏
の
二
回
、
特
別
拝
観
を
行
っ
て
い
ま

す
べ
て
の
技
に
一
撃
必
殺
の
技
術
の
習
得
を
求
め

る
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
武
術
で
す
が
、一
方
で〝
兵

法
は
平
法
な
り
〟
と
、
戦
う
こ
と
を
厳
し
く
戒
め

て
い
ま
す
。

明
治
か
ら
戦
争
末
期
ま
で
あ
っ
た
軽
便
鉄
道

　
成
田
、
三
里
塚
及
び
栗
山
川
沿
い
の
農
村
の
中

心
地
で
あ
る
多
古
を
結
び
、
農
作
物
を
輸
送
す
る

た
め
明
治
四
十
三
年
、
千
葉
県
議
会
に
お
い
て
全

国
初
の
県
営
鉄
道
を
敷
設
す
る
こ
と
を
議
決
。
翌

四
十
四
年
、
成
田
〜
多
古
間
が
開
業
し
ま
し
た
。

軌
間
は
わ
ず
か
六
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
わ
が
国

最
狭
の
軽
便
鉄
道
で
、
馬
力
も
弱
く
、
坂
を
登
る

と
き
は
乗
客
が
降
り
て
後
ろ
か
ら
押
し
た
ほ
ど
。

二
十
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
二
時
間
か
け
て
走
る

の
ど
か
な
も
の
で
し
た
。
大
正
十
五
年
に
は
多
古

〜
八
日
市
場
間
も
開
業
し
ま
し
た
が
、
昭
和
十
九

総
用
水
事
業
を
参
考
に
着
手
さ

れ
た
も
の
で
す
。
多
古
町
に
は

水
を
平
等
に
分
配
す
る
た
め
の

円
筒
分
水
工
が
あ
り
、
水
田
に

水
を
引
く
時
期
に
は
豊
富
な
水

が
三
方
に
分
水
し
て
い
る
様
子

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
、
戦
争
に
よ
る
資
材
供

出
の
た
め
廃
線
と
な
り
ま
し

た
。
供
出
さ
れ
た
鉄
道
資
材

は
、
当
時
日
本
軍
が
支
配
し

て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
セ
レ

ベ
ス
島
（
現
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
）

年
に
も
大
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
、
農
民
の
生
活
は

困
窮
を
極
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
昭
和
十
八
年
、
数

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
利
根
川
か
ら
下
総
台
地

を
越
え
て
水
を
引
く
と
い
う
前
代
未
聞
の
大
事
業

に
着
手
し
ま
す
。
戦
争
で一
時
中
断
し
た
も
の
の
、

二
十
年
以
上
も
の
年
月
を
か
け
て
昭
和
四
十
年
に

全
長
七
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
両
総
用
水
が
完
成
し
、

一
帯
は
豊
か
な
穀
倉
地
帯
へ
と
変
貌
を
遂
げ
ま
し

た
。
超
大
型
プ
ロ
ジェ
ク
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
愛
知

用
水
事
業
（
昭
和
三
十
二
年
着
工
）
は
、
こ
の
両

日
本
武
道
の
開
祖
・
飯
篠
長
威
斎
家
直

　
日
本
武
術
の
源
流
で
あ
る
「
天て
ん

真し
ん

正し
ょ
う

伝で
ん

香か

取と
り

神し
ん

道と
う

流り
ゅ
う」。

こ
の
武
術
を
興
し
た
の
が
室
町
時
代

中
期
に
香
取
郡
飯
笹
村
（
現
多
古
町
）
に
生
ま

れ
た
武
将
・
飯い
い

篠ざ
さ

長ち
ょ
う

威い

斎さ
い

家い
え

直な
お

（
一
三
八
七
〜

一
四
八
八
）
で
す
。
そ
の
内
容
は
多
彩
で
剣
術
、

居い

合あ
い

術
、
槍や
り

術
、
薙な
ぎ

刀な
た

術
、
手
裏
剣
術
、
棒
術
な

ど
武
芸
十
八
般
に
お
よ
ぶ
総
合
武
術
で
す
。

　
門
流
か
ら
は
、
新
陰
流
の
開
祖
上か
み

泉い
ず
み

伊い

勢せ

守の
か
み

信の
ぶ

綱つ
な

や
鹿
島
の
塚
原
土と

佐さ

守の
か
みと
そ
の
子
卜ぼ
く

伝で
ん

な
ど
、

剣
聖
と
い
わ
れ
る
傑
出
し
た
武
道
家
が
輩
出
。
ま

た
、
宮
本
武
蔵
も
神
道

流
の
道
場
を
訪
ね
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
さ
な
が
ら
の

実
践
に
重
き
を
お
き
、

に
移
設
さ
れ
る
計
画
で
し
た
が
、
運
搬
し
て
い
た

船
が
撃
沈
さ
れ
て
資
材
が
海
中
に
没
し
た
と
い
う

説
と
、
実
際
に
セ
レ
ベ
ス
島
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
た

と
の
説
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
当
時
の
戦
局
か
ら

考
え
て
海
上
輸
送
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
お
そ
ら

く
大
砲
・
弾
丸
な
ど
の
原
料
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
、

と
の
説
も
あ
り
、
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
農
業
土
木
史
上
に
燦
然
と
輝
く
両
総
用
水

　
長
い
間
、
水
田
の
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た

九
十
九
里
平
野
は
昭
和
八
・
九
年
、
さ
ら
に
十
五


